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する個別式の標準化された検査である日本版  KABC-Ⅱ (Kaufman Assessment  battery  for  
chi ldren,2nd)を用いて，アセスメントと生徒・教員へのフィードバックを行う。  
 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
〔 日本版 KABC-Ⅱ     〕〔  特別支援教育    〕〔   フィードバック    〕 
 
※ホームページ等で公表します。（様式２－１）  
立 教 ＳＦ Ｒ－ 個人 －報 告  
 
研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 






生徒 29 名分の認知総合尺度は，平均が 79.4（ SD 9.2）であり，標準化データの平均
より 1SD 以上低かった。認知 4 尺度は，継次処理尺度 84.8（ SD 9.2），同時処理尺度
79.9（ SD 13.3），計画尺度 80.4（ SD 11.1），学習尺度は 90.8（ SD 13.1）であった。
習得尺度では，算数尺度 69.4（ SD 4.6），「数的推論」64.6（ SD9.7），「計算」66.6（ SD 
5.9）と，いずれの尺度の標準得点も標準化データの平均より 2 SD 以上低かった。  
 生徒の得意な認知方略について調べた結果は、継次尺度と同時尺度の標準得点を比較
してタイプ別に分類したところ，継次尺度が同時尺度よりも 5％水準で統計的に有意に
高い「継次処理優位タイプ」は 8 名（ 28.5％），同様に同時尺度が継次尺度より 5％水
準で有意に高い「同時処理優位タイプ」は 3 人（ 10.7％）となった。  
認知総合尺度と算数尺度の下位検査である「数的推論」，「計算」の各得点の差と，5％
水準での統計的有意差のある人数は，表 6 のとおりである。  












 なお，本稿で提示した「学習アドバイスシート」は，認知 4 尺度，習得 4 尺度がすべ
て記入されているが，今回の A 高校での検査は，習得検査は算数検査（数的推論，計
算）のみ実施したので，算数尺度だけを記載してある。  
















































後の学習指導に活用できるという成果があったといえる。   
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